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１．事業方針 

４５周年を迎えるに当たって、メンバー１２名からのスタートで『何ができるか？』、

『何をやらなければいけないか？』を考えた時、もう一度、自分達の足元を見つめ直し、

我々、逗子葉山青年会議所の活動に自信・誇りを持ち、メンバー自らが楽しみながら事

業に取り組んでいくことが必要です。そうする事によって、自ずとメンバーの拡大、地

域への必要性が出てくる事と思います。そして、まずは４６年目を迎える為に、一歩一

歩、着実に歩みを続けなければ成らないと考えます。 そこで委員会は、青年会議所の

メンバーが楽しく率先して参加したくなるような事業、そして何より、葉山・逗子の人々

が、自分達の住んでいる『まち』の素晴らしさを知ってもらえるような事業を展開して

いきたいと考えます。 葉山・逗子には海・山をはじめとする素敵なフィールドが沢山

あります。その中で、我々委員会は、海・海岸(マリン)にスポットを当て事業を行うこ

とで、まずは我々メンバーが楽しみ、結束を固めると共に、地域の人々に、自然とのふ

れ合う事により『まち』の素晴らしさを知っていただきます。また、青少年育成に主眼

を置くことで、その子供たちが感動し、その感動の先にあるものを感じ取って、成長し

ていく中で将来活気のある『まち』、『明るい豊かな社会』が形成される事と確信いたし

ます。そして、海辺のまちの特性を活かした事業を通じて、こどもたちの『笑顔溢れる

海辺のまち』が、更に笑顔の溢れるまちへの成長に向けた歩みを始める事と思います｡ 

これらの事業を通して、我々、委員会は、日ごろたまったストレスを吐き出すことに

より、心を空っぽにし、また明日から色々なことを吸収できるような事業を行って行け

ればいいと思っております。楽しくなければ意味がない。何の為に参加しているのか分

からなければ意味がない。 

節目であるこの一年を通じて、メンバーが逗子葉山青年会議所の一員としての自覚を

持ち、また、地域になくては成らない団体になれるような足がけの年になるように挑戦

していきます｡ 

 

２．事業内容 

● 例会の開催 

◎ ５月第 1例会の開催 

（ア） 主  題 拡大コラボ事業 

（イ） 時  期 平成 21年 5月 27 日 

（ウ） 場  所 葉山町または逗子市 

（エ） 対象人数 30 名程度 

 



◎ ７月第 1例会の開催 

（ア） 主  題 事業 

（イ） 時  期 平成 21年 7月 

（ウ） 場  所 葉山町または逗子市 

（エ） 対象人数 60 名程度 

 

◎ 10 月第 1例会の開催 

（ア） 主  題 事業 

（イ） 時  期 平成 21年 10 月 

（ウ） 場  所 葉山町または逗子市 

（エ） 対象人数 50 名程度 

 

◎ 12 月第 2例会の開催 

（オ） 主  題 卒業式 

（カ） 時  期 平成 21年 12 月 

（キ） 場  所 葉山町 

（ク） 対象人数 50 名程度 


